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第 5 回藤沢駅南北まちづくり市民検討
部会での討議内容 

  

◆課題 1（商業環境の課題） 

◆課題 2（居住環境の課題） 

◆課題 3（交通環境の課題） 
 

 

 

１．検討の進め方 

将来展望(案) 

 

にぎわいと

活力の創出

湘南の 

玄関口 

づくり 

 

環境との 

共生推進 

 

利便性の 

向上 

【藤沢市はまだ活力がある】 

市の中心的な都市拠点としてのポテン
シャルを活かした活力を向上させる。 
・一日約 38 万人の乗降客数 
・観光地への中継点 
・既存の商業集積 

【藤沢市には他にない特色がある】 

湘南地域への玄関口の立地を活かした
湘南ブランドを展開する。 
・湘南をコンセプトとしたまちなみ演出 
・まちなかで湘南の風 
・歴史資源や文化資源 

【藤沢市には恵まれた自然がある】 

中心市街地での緑地の確保や海の恩
恵を享受し、環境と共生するまちをつく
る。 
・中心市街地としては多い緑 
・ヒートアイランドの予防 

【藤沢市には得がたい利便性がある】 

中心市街地であることの利便性を最大
限に活かしていく。 
・公共交通拠点としてのアクセスの良さ 
・各種公共公益施設の集中 
・移動しやすい平坦な地形 

市の優位性を伸ばす展開と可能性 
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◆都市拠点 
（中心拠点） 
◆都市拠点 
（生活拠点） 
◆交通拠点 
 
◆広域行政拠点 
 
◆産業拠点 
 
◆レジャー拠点 
 
◆学術・研究拠点 
 

市の都市構造の中での将来像 

◆オールジャパンな中心商業地の課題 
【現在の社会経済情勢の中でおおむね共通した課題】 

・居住人口の減少、後背人口の減少、活気の低下 
・店舗や公共施設の老朽化、陳腐化 
・大型店の撤退、吸引力の減少 
・空き店舗の増加、シャッター通り化、魅力の減少 等 

藤沢駅周辺地区の課題 

◆本地区で特に検討すべき課題 
【本地区独自の課題】 

・他の地区の商業集積や郊外型商業地との競合、競
争に打ち勝つ特色づくり 

・湘南や江ノ島の玄関口の表現、藤沢らしさのブランド
イメージづくり 

・駅周辺での南北連携の強化 
・「歩き回って楽しい街」としての可能性（特色のある施
設等） 

・既存の公共公益施設のストックの有効活用 
・まちなみ誘導や市民活動・イベントの実施のための 
組織づくりと運営 

コアゾーン・サポートゾーンを中心に検討 

本地区の仮説 
・本商業地のあり方について大胆な仮説をたて、そのための戦

略を検討して現実とのギャップから課題を整理 

 

＜質の高い環境ライフスタイルを実践するまち＞ 

 戦略の枠組み 

①安全・快適な通りや空間

などの戦略 

②物販・飲食・サービス

等の業種・業態の戦略 

⑤文化・エンタテイメン

トの戦略 

⑥交通処理の戦略 

⑦まちなみや景観の戦

略 

⑧湘南らしさ、藤沢駅周辺商

業地らしさの戦略 

③住機能の戦略 

④コミュニティライフの

戦略 

回 遊 拠 点 ・ 回

遊軸整備方針 

集客拠点配置

方針 

交通施設整備

方針 

整備方針 

商業地の回遊を可能にするた
めに、どのように既存の回遊拠
点や回遊軸を活用し、また、
新たな整備を行うか 

回遊を誘発するために、目的
地となる商業施設や特色ある
商業集積、文化施設等をどの
ように活用していくか 

回遊性を誘発するために、公
共交通機関をどのように活用
するか、駐車場などをどう活用
していくか 

回遊性を維持し、商業
地を活性化するために
どのようにエリアマネジ
メントを進めていくか 
（第 6 回で検討） 

上記３点の整備方針

にあわせ、まちなみや

景観の戦略、住機能

の戦略、コミュニティラ

イフの戦略をどのよう

に充実していくか 

 

・周辺情報も含めた基本構想の立案 
・特色あるゾーンのシナリオづくり 

基本構想 

 

・いろいろな施設はあるが何をすればいいかの提案がない。 

・目玉になる施設をつくって、そこの来街者を街中に導き出すことが必要。 

・ソフト（何をやるか）を検討して、そのために何の施設が必要かを考えて、そのための仕掛けづくりや道路づくりの提案

をすることが必要 

・遊行寺や藤沢高校跡地など周辺の目的地も含めて検討していく必要がある。 

・買い物だけで周辺と勝負するのではなく、楽しめる場所として特色づくりが必要。 

・空き店舗や後継者のいない店や土地を有効活用する仕組みや組織づくりのために、若い人たちの参加も必要。 

・レンタサイクルの実証実験を行い手応えがあった。交通処理について何らかの形で取り入れられないか。 

第４回藤沢駅南北まちづくり検討市民部会の意見 
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戦略１ 安全快適な通りや空間などの戦略 

 まちなかステージの創出 

・ビルの建替え時のセミパブリックス

ペースの活用、セットバックなどに

より、まちなかに歩行者が寛ぎ、

交流できるステージをつくります。 

回遊軸の改善 

・各ステージを連携し、安全・快適

に回遊が行える歩行者・自転車軸

を、既存の歩道空間や民地のセッ

トバック空間などを活用して充実し

ていきます。 

【ステージ・回遊軸の整備方針】 

２．構想検討のための整備方針の展開 

■駅周辺の歩行者空間改善の方向性（案） 

■回遊軸となりうる既存歩行者ネットワーク 

■まちなかステージとなりうる民有地空間例 

自由が丘 自由が丘 自由が丘 

渋谷モヤイ像前 赤坂サカス 横浜ベイクオーター 

昇降機の充実 

動線の改善・充実 

バリアフリー化の推進

JR 藤沢駅 

小田急藤沢駅 

きつい勾配 

少ない昇降機 動線の錯綜 

老朽化 

修景施設陳腐化 

少ない昇降機 

小田急 
乗換え 

JR 乗換え 

地下通路 

デッキ 

昇降機 

現在の南北動線の状況 

江ノ電藤沢駅 

江ノ電 
乗換え 

JR 藤沢駅 

小田急藤沢駅 

江ノ電藤沢駅 

インフォメーションステ

ージの改善 

北口メインステージの

改善 

凡   例 

 歩道 
 

 歩行者空間（2階レベル）
 

 地下通路 

 計画道路 

コアゾーン・サポートゾーン 

JR 

小田急 

江ノ電 

駅改札前ゾーン（インフォメーショ

ンステージ）の改善 

・各鉄道駅から本地区に最初に降り立

つ場所に、鉄道側と協調しながら、イ

ベント、展示、情報提供等を行えるゆ

とりある歩行者空間を配置することに

より、来街者に本地区を印象づけ、

回遊を誘導するステージとします。 

南北回遊起点（メインステージ）の

改善 

・駅改札前ゾーンから発して、南北そ

れぞれの地区の回遊を開始する場

所にあるステージ（デッキ、駅前広

場）を改善することにより、南北の一

体感の醸成、交通結節機能の改

善、回遊の動機付けを行います。 

南北動線の改善 

・現在の南北動線（デッキレベル、地

下レベル）は、老朽化、きつい勾

配、昇降機の少なさが問題であると

ともに、コンコースでの歩行者交通

の錯綜などにより混雑しています。 

・南北動線のバリアフリーの改善によ

る快適性向上、ネットワークの充実

等により流動性の向上を図ります。 

南口メインステージの

改善 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 




